
船舶事故調査報告書 

平成３１年４月１７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 転覆 

発生日時 平成３０年８月３日 ０７時３０分ごろ 

発生場所 熊本県天草
あまくさ

市下
げ

須
ず

島南西方沖 

 牛
うし

深
ぶか

港春
はる

這
はえ

防波堤灯台から真方位２０３°１.２海里付近 

 （概位 北緯３２°０９.８′ 東経１３０°００.５′） 

事故の概要  プレジャーボート睦
むつ

丸は、漂泊中、転覆した。 

事故調査の経過 平成３０年８月２２日、主管調査官（長崎事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート 睦丸、０.２トン 

 ２９３－３９４３１熊本、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型 

 負傷者 なし 

 損傷 不詳 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東、風力 ３、視界 良好 

海象：潮汐 上げ潮の中央期、波高 約１ｍ 

 天草市には、７月２８日０６時３１分に強風注意報が、２９日０５

時０７分に波浪注意報がそれぞれ発表され、いずれも８月３日０４時

０３分に解除されていた。 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、下須島南西方沖の平
ひら

瀬
せ

付近で釣り

を行いながら漂泊中、船尾部に瀬からの返し波を受けて転覆した。 

 本船は、付近を航行中の船舶によって船長が救助された後、同船舶

にえい
．．

航され、天草市砂
さ

月
づき

漁港に入港した。 

 船長は、救命胴衣を着用していた。 

分析  本船は、漂泊中、船尾部に瀬からの返し波を受け、転覆したものと

考えられるが、船長から情報が得られなかったことから、返し波を受

けた状況を明らかにすることはできなかった。 

原因  本事故は、本船が、漂泊中、船尾部に瀬からの返し波を受け、転覆

したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・漂泊して釣りを行う際は、瀬から離れて行うこと。 

 ・小型の船舶は、波浪注意報が解除された後も、波浪に注意するこ

とが望ましい。 

 


